
申請書作成の手間を削減
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2 エラーチェック機能
赤文字メッセージをクリックするとエラー項目に画面移動します。
申請時の入力不備を防ぐことが可能です。
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連棟物件対応
チェックをいれて最初の棟を入力すると、続けて次の棟の申請入力を行うことができます。
（次の棟の申請入力画面には、前の棟の入力内容が初期表示されます）
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参照ボタンの活用
建築主や設計者情報などよく利用する情報を登録すると、
申請内容入力時にワンクリックで情報を呼び出せます。

標準図やカタログを登録
図面添付・図書選択画面で★ボタン部に標準図・矩計図等（毎回添付されるもの）を
予め登録することができます。

申請書作成は入力フォーム形式となり、常に最新書式で自動作成されます。


